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慶應義塾大学インターネット望遠鏡プロジェクトの 2022年度の活動や
現在の課題について報告する。
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1. 序文
慶應義塾大学インターネット望遠鏡システム [1, 2]

は，遠隔地に設置された望遠鏡をインターネット経由
でコントロールし，観測を行うシステムのことである。
インターネット望遠鏡を操作する人は，実際に望遠鏡
のある場所にいる必要はない。つまり，インターネッ
トに接続されたパソコンやスマートフォンなどがあり，
気象条件が良ければ，世界中のどこからでも天体観測
が可能である。実際に屋外に出かけて天体観測を行う
場合に比べて，インターネット望遠鏡を利用した場合
では，以下のような利点がある：

• インターネット環境さえあれば，どんな場所から
でも天体観測ができる。

• 高価な観測機材などを購入する必要がない。

• 天体観測にちょっと興味をもった人が気軽に利用
できる。

• 時差を利用して昼間でも，夜空を観測できる。

• 晴れている場所（国内外）を選ぶことができる。

∗ 慶應義塾大学自然科学研究教育センター
† 東北公益文科大学公益学部公益学科

我々のインターネット望遠鏡プロジェクトが設置・管
理しているインターネット望遠鏡システムは，誰でも・
無料で・自由に使用できる。

これまでにも本紀要にて，本プロジェクトの活動に
関する報告をしてきたが [3, 4, 5, 6]，本巻においても
2022年度の活動報告を行う。

2. 2022年度の活動
2022年度の活動について報告する。

[1] 南半球へのインターネット望遠鏡設置のための準備

本プロジェクトによりこれまでにインターネッ
ト望遠鏡システム（もしくはそれに準ずる設備）は，
国内の 4カ所（秋田市，府中市，横須賀市，平塚市）に，
海外の 2カ所（米国，イタリア）に設置済みである。本
プロジェクトの立ち上げ時より，南半球にインターネッ
ト望遠鏡システムを設置することを企図しており，以下
の研究機関：

• Universidade de São Paulo, São-Carlos

（ブラジル中南部）[7]

• Universidade Federal de Santa Catarina

（ブラジル南部）[8]
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のどちらかに設置すべく，設置予定場所の確認・管理者
の技量や知識の確認・インターネット環境の確認などを
含めた事前調査を，2020 年 3 月までに済ませた[3, 4]。
引き続き，2021年度中に試作機の設置を行う予定であっ
たが，新型コロナウイルス感染症 [9]のブラジル国内で
の爆発的な拡がり，それによる経済および政治状況の悪
化により，2021 年度，2022 年度ともにできなかった。
しかし，2022 年 10 月末に実施されたブラジル大統

領選挙の結果 [10] により，経済や政治状況が現在よりは
好転すると期待されている。2023 年度には，ぜひ試作
機の設置に向けた活動を再開させたい。そのために，先
方とは現在も連絡を密にとり，可能な限りの設置のため
の準備を進めている。2023 年度より科研費・基盤 C

［研究代表者： 戸田晃一］に新たに採択されたことも好
材料の一つである。

[2] インターネット望遠鏡プロジェクト課題バンク
インターネット望遠鏡システムによる天体観察

を教育現場により普及させるために，小学校から
高等学校までの各学年で使える観測テーマの事例を
無料で公開をする仕組みである『インターネット望遠鏡
プロジェクト課題バンク』[11] を公開した*1。
これまでに，「日影の科学」，「ケプラーの第３法則の検
証」，「ガリレオ衛星観測」，「月面クレーターの直径と高
さの測定」などの課題を開発し，ホームページ [1]や書
籍 [2]において紹介してきた。しかしながら，上記で掲
げたものは太陽，月，木星に関するものでインターネッ
ト望遠鏡を用いた観測テーマの数としては，まだ十分で
はない。さらにたくさんの観測テーマの具体例を示し，
科学的意義，観測方法，解析方法，データの解釈などを
まとめた指導案を開発することによって，小学生から高
校生までがそれぞれの興味に応じてテーマを自由に選ぶ
ことができ，主体的な学びに繋げることができると期待
している。

[3] 出展や発表
以下のイベントでの出展やシンポジウム企画・発表を

行った：

1. サイエンス・デイ 2022[12]

（2022年 7月 17日） 出展

2. 青少年のための科学の祭典 鹿児島大会 2022[13]

（2022年 7月 23日，24日） 出展

3. 青少年のための科学の祭典 名古屋大会 2022[14]

*1 2021 年度内に試用を開始し，2022 年度内に本格運用を開始
した。「公益財団法人 日本教育公務員弘済会本部奨励金」［研
究代表者： 中西裕之氏（鹿児島大学理工学域）］による資金援
助により，本課題バンクの公開をすることができた。

（2022年 10月 1日，2日） 出展

4. 理科通信 サイエンスネット（数研出版株式会社）
「インターネット望遠鏡ネットワーク（ITN）の
紹介」[15]

（2022年 9月） 紹介記事

5. 第 12回慶應義塾大学インターネット望遠鏡ネット
ワークシンポジウム [16]

（2022年 11月 19日） 企画，発表

これらの他にも，2022 度年内に起きたいくつかの天体
イベント時には，（オンライン）観察会を実施した。

3. 今後の課題や展望など
新型コロナウイルス感染症のまん延防止対策による

活動制限下においても，オンライン形式での活動方法
の開発，オンライン天体観測会などの開催，チュート
リアル用 Linux（ライブ DVD）の作成など，できる限
りの対応をしてきた。

インターネット望遠鏡システムの利用者を増やすた
めには，利用例や資料の提供，広報活動の充実，国内外
での設置数の増加は非常に重要である。インターネッ
ト望遠鏡ネットワークの構築 と それを用いた天文観
測のためのカリキュラム開発 および その実践 が，理
科離れの解決と科学的な思考法の訓練のために貴重な
役割を果たすことを期待できる点に，ITPの意義があ
る。そのためには，現在の北半球だけでなく，南半球
へのインターネット望遠鏡システムの設置が，ITPの
内容をより豊かに有効的にそして魅力的にする。
今後の設置場所の候補としては，日本国内では，沖

縄や九州を考えている。また，海外では，［南半球］ブ
ラジル・チリ・オーストラリア，［北半球］カナダ・シ
ンガポール・インド・中国・台湾が挙げられる。これ
らの場所に設置できれば，教育カリキュラムにも深み
を与えることができる。ただし，そのためには，イン
ターネット望遠鏡システムの運用を現地で行う人やグ
ループを見つけ，資金調達をどう解決するか，非常に
重要ではあるが難しい問題を解決する必要がある。

米国にあるインターネット望遠鏡システムは，慶應
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義塾ニューヨーク学院 [17]の建屋の屋上に海外一号機
として設置された。設置より 15年以上が経ち，初期設
置の機材の老朽化が目立ってきている。よって，2023

年度内に設置機材やシステムなどの更新を行いたい。

2023 年 8 月に，国際天文学連合（IAU）[18] が主
催する「アジア太平洋地域の天文学に関する国際会議
（APRIM2023）」が郡山市内で [19]，そのサテライト
会議「International Conference on K-12 Astronomy

Education」が台湾桃園市内で [20]，それぞれ開催され
る。これらに参加し，これまでの活動などの実績につ
いて発表する予定である。
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付録 【ブラジル国内での設置候補場所の一部】 

   候補地 1  Universidade de São Paulo, São Carlos キャンパス 1 内 プラネタリウム（旧天文台）

   候補地 2  Universidade de São Paulo, São Carlos キャンパス 1 内 物理学研究所（屋上）

候補地 3   Universidade Federal de Santa Catarina キャンパス内 厚生棟（屋上） 
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We briefly review some outreach activities in 2022

by the Keio Internet Telescope Project¶.
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